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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①本調査の概要と、②現地調査結果について、簡単にご報告させていただきます。

（3月13日（水）にJICA主催で開催された「アフリカ農業・栄養ビジネスセミナー」でもご紹介あり？）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
団員は全部で5名
・KMCから、業務主任の岡部、本邦企業ニーズ確認などを担当する私、池ヶ谷、マイクロファイナンス／金融を担当する高梨、の3名、
・農業機械／収穫後処理施設ニーズ調査を2名で分担し、NPO法人Ifpatの山口さん、パデコの徳岡さんの計5名で現地調査を実施しました。


現地入り前、現地入り後に、各国のJICA事務所、及び、各国で実施中のJICA技術協力プロジェクトの専門家、政策アドバイザーの皆さまにご協力いただきましたこと、大変感謝いたします。


現地調査の実施では、以下の5つの視点で農業機械化における課題とポテンシャルを整理することを試みました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは簡単に、三カ国、各国の調査概要とその結果をそれぞれ共有させていただきます。

タンザニアでは、首都のドドマ、ダルエスサラームに加え、地図上で印をつけた、主要な稲作地を訪問しました。

それぞれの地域では、稲作地を訪問したほか、表にあるとおり、政府機関、金融機関、民間セクターを訪問、インタビューしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
タンザニアにおける稲作、灌漑の概況を簡単にまとめました。

＜稲作セクターの農業機械化におけるタンザニアの特徴＞
・本邦農業機械の認知度・評判が高い　　⇔ 長年にわたる日本の技術協力、資金協力の実績が貢献しているとみられます。



＜稲作、灌漑の補足＞
タンザニアの降雨時期は、小雨期と呼ばれる11～12月頃と大雨期とよばれる3～5月頃に分けられる。これら降雨時期にあわせて稲やトウモロコシなど各種穀物の生産が行われており、現地ではこの時期をメジャーシーズンとよび、通常5月頃までには収穫作業を終える。その後、6、7月頃から11月頃までの作付け時期はマイナーシーズンとよばれる。多くの農家では、稲やトウモロコシなどの穀物はメジャーシーズンの年一作である。

Ton/ha：聞き取り
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜稲作セクターの農業機械化におけるタンザニアの特徴＞

①政策制度
・本邦農業機械の認知度・評判が高い
ことに加え、

・コメの増産を計ろうという政府の意向がある（これは3カ国共通であるが、予算のかけ方、農業セクターにおける位置づけが各国若干異なっている）
（ただし、政策策定には、資金面、技術面で支援が必要という声が多い）

②製品、技術、販売
・圃場整備：農道がなかったり、圃場の区画が小さすぎたり、傾斜が大きかったりといった制約がある（3カ国共通、ただし、3カ国で灌漑整備が進められている。タンザニアでは、「全国灌漑マスタープラン改訂プロジェクト（開発計画）」2016‐2018年が実施された。）

・本邦製品の価格が高い（これも3カ国共通）
・他ドナーの動向：ポーランド政府、インド政府といった新興国が、農業機械分野でアフリカ諸国を支援
　インド政府は3カ国すべてで、農業機械に対するソフトローンを提供していました。

③機械の運営、維持管理：別案件、机上調査でも明らかになっていた通り、3カ国共通の課題
・スペアパーツがすぐに手に入らない。スペアパーツが出回っていない。
・機械オペレーターや修理工の能力が低い。
・農業機械の保守に特化したワークショップ（サービスステーション）がほとんどない。

④金融
・様々な形の融資制度がある。（SACCOS、農業開発銀行、CRDBなど）

⑤基準
・農業機械に関する検査体制は、3カ国でタンザニアのみ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、セネガルです。

セネガルでは、首都のダカールに加え、灌漑稲作地であるサンルイ、天水地帯であるファティク、カオラックを訪問しました。

それぞれの地域では、稲作地を訪問したほか、表にあるとおり、政府機関、金融機関、民間セクターを訪問、インタビューしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セネガルの稲作の特徴としては、
・セネガル川流域。稲作主要生産地として、コメ生産の半数以上を期待されており。
・技プロ「PAPRIZ2：セネガル川流域灌漑稲作生産性向上プロジェクト（PAPRIZ2）（技術協力プロジェクト）が実施されています。
 セネガル川流域のマスタープランも策定済で、その中で機械化振興の活動も含まれています。

＜稲作セクターの農業機械化におけるセネガルの特徴＞
・政府が農業機械購入に対して助成金を提供しているという点。
・予算がないという途上国政府が多いと思いますが、過去7年間でトラクター3000台超を導入したという実績があり、かなり強力に稲作の機械化を推進していることがわかります。

PAPRIZ2
2016年3月から2021年2月
セネガル川流域の稲作セクターの中長期的な開発計画策定を推進し、特に稲作が盛んなダガナ県、ポドール県において、栽培技術、灌漑インフラ維持管理、農業サービスプロバイダーのサービスを改善することにより、コメの生産量と質の向上を図り、もってセネガル川流域のコメの生産量と質の向上、および国内流通量の増加に寄与することが目標として掲げられている。

セネガル川流域灌漑地区生産性向上プロジェクト（PAPRIZ）（技術協力プロジェクト）
2009年11月から2014年3月
セネガル川流域のダガナ県・ポドール県における稲作の生産性と収益性の改善を目標とし、パイロット地区における生産性の高い稲作技術の構築、パイロット地区における改修計画の策定と維持管理に資する適正な実施メカニズムの構築、生産者の財務管理を改善する方策の確立、セネガルの消費者ニーズにあった高品質な精米の適切な流通経路の確立が行われた。

天水稲作持続的生産支援プロジェクト（技術協力プロジェクト）
2014年10月から2018年9月
ファティク州、カオラック州およびカフリン州の天水稲作地域において、コメ生産にかかる農家の優先的課題（①優良種子へのアクセス、②稲作技術、③営農、④水田施設運用維持管理）の改善と、地域に適した稲作栽培技術の普及体制の確立をプロジェクト目標として実施されている。
http://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2015_1400518_1_s.pdf
https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2013_0701698_3_s.pdf
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜稲作セクターの農業機械化におけるセネガルの特徴＞

①政策制度
・政策上の特徴として、政府が農業機械購入に対して助成金を提供し、過去7年間でトラクター数千台などを導入している。
（逆にいえば、助成金なしの販売がほとんどない（例：New Holland））

PAPRIZ2
2016年3月から2021年2月
セネガル川流域の稲作セクターの中長期的な開発計画策定を推進し、特に稲作が盛んなダガナ県、ポドール県において、栽培技術、灌漑インフラ維持管理、農業サービスプロバイダーのサービスを改善することにより、コメの生産量と質の向上を図り、もってセネガル川流域のコメの生産量と質の向上、および国内流通量の増加に寄与することが目標として掲げられている。

農業機械化も含む、セネガル川流域のマスタープランを作成し、支援を継続している。

②製品、技術、販売
・圃場整備：（3カ国共通）

・残念ながら、本邦農業機械の認知度は低い。

・新興国ドナーの動向：インド政府、ブラジル政府などによる自国製の農業機械の導入がすすめられています（その他、ベルギー政府による支援もあり）
（タンザニア：ポーランド政府、インド政府（インド政府は3カ国すべてで、農業機械に対するソフトローンを提供している））

③機械の運営、維持管理：別案件、机上調査でも明らかになっていた通り、3カ国共通の課題
・スペアパーツがすぐに手に入らない。スペアパーツが出回っていない。
・機械オペレーターや修理工の能力が低い。
・農業機械の保守に特化したワークショップ（サービスステーション）がほとんどない。

④金融
（・様々な形で支援されているがフォーマルな金融機関へのアクセスは限定的）

⑤基準
・農業機械に関する検査体制は、3カ国でタンザニアのみ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、コートジボワールです。

コートジボワールでは、首都のヤムスクロに加え、灌漑稲作地であるブアケ、ダロア、主要都市であるアビジャンを訪問しました。

それぞれの地域では、稲作地を訪問したほか、表にあるとおり、政府機関、金融機関、民間セクターを訪問、インタビューしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コートジボワールにおける稲作、灌漑の概況を簡単にまとめました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜特徴＞
①政策制度
・コメ自給に向けて、より機動的な組織に改編するように、ONDRからADERIZに組織変更

・国産米振興プロジェクト（PRORIL）

②製品、技術、販売
・圃場整備：（3カ国共通）

農業労働者が不足しており、労働賃金は概して高い。労働者による手作業と賃耕サービスと比較すると、賃耕サービスのほうが効率的である。
賃耕サービス業者の需要は大きく、数は足りていない

・新興国ドナーの動向：インド政府による支援として精米所建設がある。
（セネガル：インド政府、ブラジル政府などによる自国農業機械の導入あり（その他、ベルギー政府による支援もあり）
（タンザニア：ポーランド政府、インド政府（インド政府は3カ国すべてで、農業機械に対するソフトローンを提供している））

③機械の運営、維持管理：別案件、机上調査でも明らかになっていた通り、3カ国共通の課題
・スペアパーツがすぐに手に入らない。スペアパーツが出回っていない。
・機械オペレーターや修理工の能力が低い。
・農業機械の保守に特化したワークショップ（サービスステーション）がほとんどない。

④金融
（・様々な形で支援されているがフォーマルな金融機関へのアクセスは限定的）

⑤基準
・農業機械に関する検査体制は、3カ国でタンザニアのみ


国産米振興プロジェクト（PRORIL）
2014年2月から2019年2月
対象生産者（首都ヤムスクロ（Yamoussoukro）特別行政区、ベリエ（Bélier）州およびベケ（Gbêkê）州）におけるコメ販売量増を目的とし、バリューチェーン関係者の連携強化、対象グループによる研修を通じて得られた知識・技術の活用、研修の成果を適用するうえでの必要な要素（クレジットや優良種子など）の供給、ステークホルダーによる国産米振興に関する取り組みの加速に対する支援がされた。
https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2018_1302407_3_s.pdf
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・3カ国を調査して、稲作セクターにおける農業機械化の課題・ポテンシャルに対して、共通する点、していない点がある程度見えてきました。

（5つの視点から7つの視点へ）
・また、当初想定していた5つの視点
「2. 製品・技術」を「圃場」「製品・技術」「販売」に細分化して、
公的セクターができること／やるべきこと、民間セクターができること／やるべきことを整理する予定です。

・例えば、本邦企業の認知度が低い地域、性能が実証されていない地域では、実証圃場、モデル圃場などの場が必要と考えらます。
・一方で、スペアパーツの供給体制などはメーカーが主体ですすめていただくことと考えております。

それらを踏まえて、公的セクターの役割、メーカーの役割を整理し、ODA支援に関する提案を整理する予定です。


例：政策アドバイザー
・コメ振興の政策：政策を策定する意思はあるが、資金面、技術面で課題がある
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後、企業との勉強会
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